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研究要旨 

 子宮頸がんワクチン後の難治性頭痛に対する治療法を確立すること． 

Ａ．研究目的 
  子宮頸がんワクチン後の副反応に頭痛・光
過敏・歩行障害はしばしばみられるが、治療
に難渋することが多い。これらの症状に対す
る治療方法を確立することを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
  我々は子宮頸がんワクチン後に慢性的な
頭痛・光過敏を認める症例について，背景に
「脳脊髄液減少症」があると考え硬膜外酸素
注入療法（EOI）を行いその有用性を評価し
た．対象は2015年3月から2016年5月に慈恵医
大病院を受診し子宮頸がんワクチン後に慢
性的に頭痛・光過敏がありEOIに同意の得ら
れた11症例（１６歳から２1歳の女性）．HP
Vワクチン接種前にてんかん，統合失調症，
線維筋痛症，自閉症と診断された患者は除外
した。EOIによる治療効果を頭痛、握力、高
次機能検査（MMSE、FAB、行動記憶検査）、
歩行機能（up and go test）で評価した。 
 
（倫理面への配慮）本研究は人を対象と

する医学研究であり、東京慈恵会医科大学の
倫理委員会の審査を受けている．研究対象者
に生じるリスク・不利益や、研究対象者が同
意後に撤回が可能であることも明記されて
いる．本研究におけるEOIは、柏たなか病院
で行われているが、全ての症例で（柏たなか
病院でも）同意を得て行われている。 

 

Ｃ．研究結果 

 EOIにより、11例中8例で頭痛が５割以上軽
減した。統計処理の可能であった10例におい
て、握力、行動記憶検査、歩行機能が治療前
後で改善がみられた。MMSEとFABで改善は
なかった。 
 

Ｄ．考察 

同様の症例を蓄積し、EOIの効果を確認・
追跡していく必要がある。3例では脳槽シン
チグラフィーで脳脊髄液減少症の間接所見

の陽性を確認しえている。これらの検査でE
OIの適応基準を決めていくことも望まれる。 
 

Ｅ．結論 

 子宮頸がんワクチン後の難治性頭痛と歩行 
障害には硬膜外酸素注入療法が有用である
可能性がある。 
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